
     令和4年7月度

理事長賞

内　容

　平成30年より居宅介護支援事業所の管理者であったスタッフが、令和4年3月末での退職希望があり、

後任の管理者兼主任ケアマネ－ジャーを個人の伝手や紹介会社などから募集をかけていましたが、残念な

がら管理者として適任の人材が確保できない状況が続いていました。そんな中、井本さんは自ら主任ケマネ

の資格取得を申し出てくれ、スタッフ平均より7件程度多くのご利用者を抱える業務多忙の中、主任ケマネの

資格を3月に取得されました。

4月からは管理者として管理業務を行いながら、自らの件数を落とすことなく、さらに稼働を伸ばすために、各

職員のケース数や個々の状況を踏まえ、皆に協力を仰ぎチームとして奮闘しております。

　管理者となってからも新規相談は1件も断わらず、どんなケースでも受けていくという信念を貫く井本さんの

姿が皆に浸透し、今年度は今のところ新規26件獲得し、6月以降は予算達成という状況ができています。

　また、ケアマネージャーが他の介護サービス稼働率への影響が大きいことも理解しており、けやきの通所

介護・通所リハ・訪問看護への利用者紹介をまず第一に考えており、時には入居サービスへのショートステ

イ利用にも積極的に協力しています。

管理業務についてはご利用者優先で業務を行っているため、周りのスタッフへ作成をお願いしていることも

一部ありますが、業務の分担も一定の職員へ負担が集まらないように、担当数を随時把握しながら調整して

おります。

着実に稼働をあげていき、責任感と行動力は称賛に価すると思い、理事長賞に推薦させていただきます。

ケアセンターけやき　居宅介護支援事業所 井本　哲吉

居宅介護支援事業所における特定事業所加算Ⅱの継続及び実績が向上した功
績。

居宅介護支援専門員　主任　舟山靖紀

前年度で主任ケアマネの資格を持つ管理者が退職するにあたり、特定事業所加算
Ⅱを継続するために自ら主任ケアマネを取得し、今年度より管理者として皆をサポート
しながら予算達成し、居宅の実績の向上に貢献しています。

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由


